


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。  

 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。  

 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。  

 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 

 し。  
 
 
 警告 
 を他人に貸す説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。  

 
 
 注意 
 や指タッメント 

 部品を付けて運転すると破 
  損や傷害故をまねくます。 
  はしくださ。 
  タッメントは指製品を使用してくだ 
  さ。部品交換するは指するも 
  を使用してくださ。  

 
 
 注意 
 始業をると破損や害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。  

 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。運転席に座周囲 
  を確認して行てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。を 

  (中立)にして行てくださ。 

 急するとトラタ前きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくとしてくだ 
  さ。 
 始する気ガによ中にる 
  ます。 
  窓戸を開け十に換気してくださ。  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は

始業点検の励行 
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 警告 
 作業をするめにトラタを移させる 
  トラタと作業間に人ると挟ま 
  てケガをするます。トラタと作業 
   間に人を近づけくださ。 
 注意 
 作業をトラタにするや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 作業をトラタすめをせ 
  ずに行うと作業暴走して思わぬ故を起 
  こすます。 
  すはタンドを接させめを 
  してくださ。 
 するトラタによては前く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。  

 
 
 注意 
 トラタに作業をしてを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業をして走行はし 
  くださ。  

 
 
 危険 
 移走行するトラタル 
   左右さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人をせるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同者はもちろん 
   周囲人および運転者自身ケガをする 
   ます。トラタには運転者人はせ 
   くださ。 
 急急を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
   急急はしくださ。 
 運走行く 
  カ度を出しすぎると転倒る 
  は転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。  

 
 するによ周囲人を作業に 
  巻き込みケガをさせるます。 
  周囲人や害物と間に十間隔を保て 
  くださ。 
 してる路路 
  を走行すると転落故を起こすます。 
  路は走行しくださ。 
 低きをようとすると 
   トラタ転倒るは転しケガをする 
  ます。 
  ゆみ板を使用してくださ。 
 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  作業には人をせくださ。  

 
 
 注意 
 過るは片をすると作 
  業転倒しケガをするます。 
  まトラタ縦不と思わぬ 
  故をまねくます。 
  指さ最量を超くださ。  

 
 

作 業 中 は 

 
 
 警告 
 作業をトラタにしみ込み 
  るは降ろし作業を行うと転倒や暴走 
  によ思わぬ故を起こすます。 
  トラタにさせて行てくださ。 
  トラタ駐車をけンンを停 
  させ副共低 
  にて行てくださ。 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
  巻き込まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 注意 
 やまは軟弱み込み作 
  業るは降ろし作業を行うとするト 
  ラタやコンイン脱や転倒し思わ 
  ぬ故を起こすます。 
  平坦盤所行てくださ。 
 み込み作業や降ろし作業をする 
  やボディハンドル作をすると脱や 
  転落思わぬ故を起こすます。 
  および作業ボディに対しますぐに 
  移きはもう一度やおしてく 
  ださ。  

 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

作業する時は

公道走行時は作業機の装着禁止 

荷物を積載する時は 
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 警告 
 トラタるやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。  

 
 

作業が終わったら 

  
 
 注意 
 作業をると不や破損 
  放さ次作業にトラルを起こ 
  しケガをするます。 
  作業終わ説明書に基づきを 
  行てくださ。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 注意 
 にそまま放すると 
  破損やケガをするます。 
  説明書に基づき行てくださ。 
 作業をげ状態ままにもぐ 
  を入すると不に降しケガをする 
  ます。 
  に入るは台降防をして行て 
  くださ。 
 やにゆるみや損傷ると 
  飛び出るオイルるはボディ急降 
  ケガをするます。 
  補修もしくは部品交換してくださ。 
  やをすは路力を 
  無くして行てくださ。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタから離れる時は 
不調処置・点検・整備をする時

終業点検の励行 
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 着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． ヒッチカン     ：トラタにしけん引します。 

２． ア ユ ミ：トラタやコンインみ降ろし 

                に使用します。 

ボディにして昇降します。 

３． スタンド     ：作業をトラタはずしとき 

             に使用します。さはハンドル 

        行ます。 

４．ラッチピン：ボディをドロに固します。 

５．アジャスト：ピンし替とボルト；M20×300 

     ピン ネを行うことによ 
        収納角度をることきます。 
６．油圧   ：ボディと昇降度に使 

   シリンダ 用します。路は閉路に 

        てるトラタは必要 

        ません。 

７．ストップ ：ボディ昇降路開閉及び 

    バルブ 昇降度に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ロックピン：ラッピンをロッします。 

※ ボディ傾斜：ボディしはめるとし 
        してみ込み 
        降ろし状態にます。 

 

 

 

 

 

※ ボディ水平：ボディ水平にはめると 
         して運状態 

                にます。 

 

 

 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品はトラタと着によ的確に性

能を揮きるように設計さてます。 
 不トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品最量及び応トラタは次とお

す。 
  

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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型   式 最大積載量 適応トラクタ 
ＴＭＴ５０１０Ｓ 
ＴＭＴ５０１０ＳＴ ５０００ｋｇ ３７ｋＷ～７３．５ｋＷ 

（５０ＰＳ～１００ＰＳ） 
 

 

 
  指さ最量を超物を運し 
 は保証対象にはませんご 
 くださ。    

 
３ ステーの組立 

 
（１） をドロにボルト固してくださ。 

 

（２） 電品コドをリングにしてくださ 
   。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
４ トラクタへの装着 

 
１．ドローバへの連結 

 

 
作業をするめにトラタを移させる 
  トラタと作業間に人ると挟まてケ 
  ガをするます。トラタと作業間に 
 人を近づけくださ。  

 
 
作業をトラタにするや 
 まは軟弱行うとトラタ不に 
 き出し思わぬ故を起こすます。 

 平坦盤所行てくださ 
するトラタによては前く 
 縦不とて思わぬ故を起こす 
 ます。トラタへフロントウイトを 
 付けランをてくださ。   
（１）トラタドロさに作業ヒッ 
   さをわせてくださ。 

  （タンドハンドルしてくださ。） 

 

（２）トラタンンを始してトラタを 

  させドロに作業ヒッカン 

  穴をわせてンンをとめ駐車 
  をけてくださ。 

 

（３）トラタ付属ヒッピンをししてくだ 
  さ。 

 

 
  ヒッピンには抜けめめリンピン 
 るはベタピンを付けてくださ。  

 

（４）タンドハンドルをしてタンド車を 
  ぱまげタンドをんくださ。 

 

（５）トラ電コネタと電源コドをトラ 
  タコネタに着してくださ。 

 

２．スタンドのたたみ方 

 

（１）タンドハンドルをして車をぱま 

  げてくださ。 

 

（２）タンドピン；１をＡ穴抜きタンド 
  を９０ﾟ転させてくださ。 

 

（３）ピンをＢ穴に挿入し抜けめにリンピンを 
  してくださ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  トラタ部は使用しません 
 はトラタ部出し口に接続し 
 くださ。  

 

３．電装の接続 

 

 
  トラタに電品線をするンン 
 をＯＦＦにし行うとショトする 
 ます。 
 ンンをＯＦＦにして行てくださ。  

 

作業機にはトラクタと連動するテールランプを装備して 

います。 

本製品の電装は１２Ｖ用が標準です。 
２４Ｖ仕様トラタと接続するときは電球を２４ 

Ｖ用に交換する必要ます。 

 5-1 電球交換に参考品番をしておます 

一般家電店お求めくださ。 

  警 告  

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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 電はトラタとコネタ接続します。トラタ

部電品出し口ＤＩ規格７Ｐコネタ

備さてるはそのままそのままそのままそのままトラコネ

タをトラタコネタに接続してくださ。 

 

  又作業には６Ｐコネタ（オコネタ，メ

コネタ），８Ｐコネタに対応し中間ハネを

備してます。トラタ部電品出し口

６Ｐコネタ（オコネタ，メコネタ）,８Ｐコ

ネタ備さてるは中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用中間ハーネスを使用

してしてしてして接続してくださ。 

 又、トラクタによっては、トレーラの電装品を接続すると、

リレーの容量が不足し、点灯しない時があります。トラク

タのリレーの容量不足で電装品が点灯しないときは、トラ

クタ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 
【 電装コネクタメーカー別対応表 】 
 配線差し替え必要なし 配線差し替え必要 

８Ｐコネクタ 8P コネクタ（配線一覧表 ※１） 

TG233 

TG253 

TG273 

TG293 

TG313 

TG333 

   

７Ｐコネクタ（DIN 規格） 

井
関

農
機

 

TR55 

TR63 

 

T70 

T750 

T80 

T850 

T88 

T883 

T950 

T953 

T98 

T105 

T1053 

T115 

T1153 

T125 

T1253 

  

TA210 

TA230 

TA250 

TA270 

TA290 

TA295 

TA320 

TA325 

TA337 

TA340 

TA345 

TA357 

TA370 

TA375 

TA410 

TA415 

TA417 

TA435 

TA437 

TA450 

TA455 

TA467 

TA505 

TA527 

TA607 

TG21 

TG23 

TG25 

TG27 

TG29 

TG31 

TG33 

TG37 

TG43 

TG48 

TG53 

 

T5010 

T5020 

T6010 

T6020 

T625 

T7010 

T7020 

T725 

T8010 

T8020 

T825 

T885 

T9510 

T9520 

T985 

T10510 

T10520 

T1085 

  

６P オスコネクタ（配線一覧表 ※３ ） 

三
菱

 

 

 MT43 MT48        

６Ｐメスコネクタ ８P コネクタ（配線一覧表 ※２ ） 

L1-33 

L1-345 

L1-38 

L1-385 

L1-43 

L1-435 

L1-45 

L1-455 

GL-268 

GL-338 

GL-35 

GL-350 

GL-368 

GL-40 

GL-400 

GL-418 

GL-43 

GL-430 

GL-46 

GL-470 

GL-53 

GL-530 

GL-600 

  

 

8Ｐコネクタ 

ク
ボ

タ
 

L-46 

 

GL-277 

GL-337 

GL-367 

GL-417 

GL-467 

 

KL28H 

KL31H 

KL34H 

KL38H 

KL41H 

KL46H 

KL50H 

  

 

M-4830 

M-7530 

M-8030 

 

M-4950 

M-5950 

M-6950 

M-7950 

M-9550 

 

M-4970 

M-5270 

M-6970 

M-7970 

M-9570 

M-10570 

M1-46 

M1-55 

M1-60 

M1-65 

M1-75 

M1-85 

M1-100 

M1-115 

MD-77 

MD-87 

MD-97 

MD-107 

MD-117 

GM-49 

GM-56 

GM-64 

GM-73 

GM-82 

GM-90 

M-90 

M-100 

M-115 

M-125 

６Ｐオスコネクタ 

AF-250J 

AF-250JR 

AF-270J 

AF-270JR 

AF-290J 

AF-290JR 

AF-310J 

AF-330J 

AF-330JR 

AF-350J 

AF-350JR 

AF-400J 

F395 

F475 

F535 

US-32 

US-32R 

US-36 

US-36R 

US-40 

US-40R 

US-46 

US-46R 

US-50 

US-50R 

  

８Ｐコネクタ 

AF-520R 

AF-620R 

AF-720R 

PF-82 

PF-92 

   

7P コネクタ（DIN 規格） 

ヤ
ン

マ
ー

 

ジョンディア 

 

７Ｐコネクタ（DIN 規格） 

輸
入

 

ト
ラ

ク
タ

 

ニューホランド 
FIAT 
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【 配線一覧表 】 
 

中間ハーネス 
スター適要 

コ
ネ

ク
タ
 ８Ｐコネクタ ６Ｐオスコネクタ ６Ｐメス 

コネクタ 

７Ｐコネクタ 

（DIN 規格） 

燈火装置動作 

配
線
色
 

ト
ラ
ク
タ
 

ヤンマー 

ク ボ タ 

ヰ セキ 

※１ 

ヰセ キ 

※２ 

ク ボ タ 

ヤンマー ※３ 

三  菱 クボタ スター標準仕様 

方向指示左 緑 ３ ６ ４ ４ ２ １ １／Ｌ 

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ４ ３ ６／５４ 

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ ３ ５ ５／５８Ｒ 

方向指示右 白 ５ １ ７ ６ ５ ６ ４／Ｒ 

アース 黒 

端
子
番
号
 

１ ８ ２ ボディアース ボディアース ボディアース ３／３１ 

 
  トラコネタ配線は図す。お

コネタは接続方向見てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中間ハネ８Ｐコネタおよび６Ｐコネタ

（オ，メ）は図す。おコネタは

接続方向見てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 配線替必要は配線一覧表に基

づき配線し替を行てくださ。 

 まトラタに部電品出し口備さ

てはトラタコネタ電気配線

必要とます。 
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 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 
  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。  
２． 連結部の点検 
（１）トラクタのドローバとヒッチカンの連結部点検 
① ヒッピンリンピンまはベタピンは確 
 実に挿入さてる。 
② イングドロはしと固さてる 

  る。 
  ③  不具見つは1-4-1 ドロへ

説明に基づき不具を解消してくださ。  
（２）電装コネクタの点検 
  ①  トラタ電コネタと確実に接続さて 
  る。 
  ②  電コドに余るみはま 
  度余裕る。  
３．製品本体の点検 
（１）シャ付ボルトにゆるみは。 
（２）ボルトナットに緩みは。 
  イルナット特に要部ナットに緩 
みしてくださ。 

   イルナットに不具見つは表に 
基づき正締付トルにしてくださ。   

＜ホイールナットの締付トルク＞  
型  式 ＴＭＴ5010Ｓ・5010ＳＴ 

ホイールナットサイズ Ｍ16×1.5 

 

締 付 ト ル ク 

156.8～166.6N・m 

（1600～1700kgf・cm）   
（３）系統に漏は。 
（４）各部給給脂は十。 
（５）タイヤ亀裂損傷。 
（６）タイヤとタイヤ間に石そ他物はさ 
  まて。 
（７）タイヤ深さは正。ま摩耗して 
  。 
（８）タイヤ空気は十。 
 

型   式 タイヤサイズ 空  気  圧 
TMT5010S 6.50－10－10PR 
TMT5010ST 5.00－9－8PR 

 

 
２  エンジン始動での点検 

 

１． トレーラの電装がトラクタと正しく連動するか 
  トラタウィンカ作をして 
  トラルランプ正しくする確認し 
  てくださ。  
  不箇所見つは6-1 不処一覧 
 表に基づき処してくださ。 

  トラタ系統不はトラタ販 

 売店にご相談くださ。 

３  給油箇所一覧表 
 
 図は給脂箇所を示します。表に基づき給脂してくださ。 

 

No. 給 脂 箇 所 箇  所 潤滑油の種類 交換時間 量 備    考 

1 スタンド 1 グリース 使用ごと 適 量  

2 シャジク 2 〃 〃 〃  

3 ハブ 

TMT5010S   4 

TMT5010ST  8 

〃 〃 〃  

4 ラッチピンしゅう動部 2 〃 〃 〃  

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  680kPa 
 (7.0kg／cm2) 
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１ 積み込み作業 

 
 
 
作業をトラタにしみ込み作業 
 を行うと作業転倒や暴走によ思わぬ 
 故を起こすます。 
 トラタにさせて行てくださ。 
 トラタ駐車をしとけン 
 ンを停させ副共 
 低に入て行てくださ。 
過るは片をするとに作業 
 転倒しケガをするます。 
 まトラタ縦不と思わぬ 
 故をまねくます。 
 指さ最量を超くださ。  

 
 
やまは軟弱み込み作業 
 を行うとするトラタやコンイン 
 脱や転倒し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
み込み作業をするやボディハ 
 ンドル作をすると脱や転落思わぬ 
 故を起こすます。 
 および作業ボディに対しますぐに 
 み込みきときはもう一度やおして 
 くださ。  

 

（１）トラタンンをとめ駐車を 
  けてくださ。  
（２）トラ前方トップルを開にしてく 
  ださ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ラケットロッピンを抜てくださ。 
   しロッピンはドロに付けてお 
  てくださ。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）をげラッピンを抜てくださ。 
 
 
 
 
 
（５）フロント部を持ちげボディをさせます。 
  そもしょにさます。 
 
 
 
 
 
 
（６）トップルを作業にしてくださ 
  。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）するトラタやコンインをみ込んく 
  ださ。 
   み込みはきるだけゆくみ込ん 
  くださ。 
（８）するトラタやコンイント 
  ラ支をるとボディ水平に 
  はめしてはめます。 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  警 告  

  注 意 
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（９）ボディ水平にはめ一度トラタや 
  コンインを停してくださ。 
 
 
 
 
 
（10）完に水平に１０～２０㎝ドロ 
  に移し停してくださ。ンンをとめ 
  駐車をけギヤを１に入てくださ。  
（11）ラッピンボディとドロ固さて

るを確認しラッピン抜けようロッ

ピンをし抜けめにリンピンを付けて

くださ。  
（12）トップルを閉にしてくださ。  
（13）ロプフッを利用してみをしとし 
  ばボディに固してくださ。 

 

 

 

 

 

 
 
 作業ヒッは最７５０㎏に設さ 
 てます。ヒッ設最値をオ 
 しますとトラタ前ランく 
 走行不にます。 
 設値をオしくださ。 
 み込み作業にトラタイヤにめを 
 使用してるとトラボディおよび水 
 平作に不都るます。み込 
 み作業はめを使用しくださ。    

２  運搬作業 

 

 
運走行く 
 カ度を出しすぎると転倒るは転 
 落故を起こすます｡ 
 低走行してくださ。  

 
３  荷降ろし作業 

 

 
作業をトラタにし降し作業を 
 行うと作業転倒や暴走によ思わぬ 
 故を起こすます。 
 トラタにさせて行てくださ。 
  

トラタ駐車をしとけン 
 ンを停させ副共 
 低に入て行てくださ。  

 
 
やまは軟弱降ろし作業 
 を行うとするトラタやコンイン 
 脱や転倒し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
降ろし作業をするやボディハ 
 ンドル作をすると脱や転落思わぬ 
 故を起こすます。 
 および作業ボディに対しますぐに移 
きはもう一度やおしてくださ｡  

 

（１）トラタンンをとめ駐車を 
  けてくださ。 

（２）しばロプをほてくださ。 
（３）トラ前方トップルを作業 
  にしてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ラケットロッピンを抜てくださ。  
（５）をげラッピンを抜てくださ。

をげ状態ロッピンをラケットパイプ

にしラッピンきを固してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（６）しトラタやコンインをゆく 
  してくださ。 
 
 
 
 
  
（７）しトラタやコンイント 
  ラ台支をるとボディ 
  しさはめます。 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  警 告  

  警 告  
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そ一度トラタを停してくださ。  
 
 
 
 
 
 
（８）につ再びしトラ 
  タやコンインをしトラ降ろし 
  てくださ。   
 
 
 
 
 
（９）トップルを開にしてくださ。  
（10）ロッピンをラケットパイプ抜てく 
  ださ。  
（11）を持ちげボディを水平にします。 
 
 
 
 
 
 
（12）ラッピンボディとドロ固さて 
  るを確認しラッピン抜けようロッ 
  ピンをし抜けめにリンピンを付けて 
  くださ。 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
   降ろし作業にトラタイヤにめ 
 を使用してるとトラボディおよ 
 び水平作に不都るます。 
 降ろし作業はめを使用しくだ 
 さ。  

 

 

 

 

 

 

４  アユミの角度調整 

 

 み込むトラタやコンインによては 
まてるとゃまや移

きます。 
 そは角度を３０ﾟ～９０ﾟま４

階にきます。  
（１）フッをロッし状態シリン 
  を押してるボルト；Ｍ２０×３００をゆるめ   
  てくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）降しはめます所望角度 
  にャトピンを入替抜けめにべ 
  タピンをしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ラケットャトピンに 
  ガタつくるまボルト；Ｍ２０×３００ 
  を締めナット固してくださ。  
（４）ロッピン及びピンをはずしボディげ降 
  ろしをしてことを確認してくださ。 
 

５  輪止め 

 
（１）フム前にめ備さてます。  
（２）空状態トラをトラタはずし 

て格納する際はめを使用してくださ。  
（３）をんだ状態長間駐車するも同

様にめを使用してくださ。 
（４）使用は元に収納してくださ。 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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１ 作業後の手入れ 

 
（１）ボルトナットピン類緩み脱落。 
  又破損部品確認してくださ。 
   ばボルト増締め部品交換を 
  してくださ。  
（２）トラタ作業をはずすはタンドを 
  てて行てくださ。 
   ま電品コネタも忘ずにはずしてく 
  ださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 長期格納する時 

 
（１）各部清掃をしてさ。  
（２）摩耗し部品破損し部品は交換してくだ 
  さ。  
（３）2-3 給箇所一覧表に基づき脂を補給し 
  てさ。 
   ま電コネタ端子には市販防錆剤を 
  プして向きに保管してくださ。  
（４）塗損傷部を補修塗まはを塗布し 
  さびを防くださ。  
（５）盤平坦所に保管してくださ。 
  やむをずる所に保管するは車 
  めを使用してくださ。   
（６）格納は風し屋に保管してくださ。  
（７）やむをず屋に保管するはシトをけ 
  てくださ。

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 備不による故を未然に防ぐめに

備一覧表に基づき各部備を行

を最状態して作業行るよう

にしてくださ。 
 

１ 電球の交換 

 
 ルランプ電球を交換する際はンズを

して行ます。 
 電球は推奨規格を使用してくださ。 
 電球は１２Ｖ用標準す。トラタ２４Ｖ仕様

ときは２４Ｖ用電球を使用してくださ。  
 定       格 

スタンレー 
品番（参考） 

12V 用 12V 21W S25 BP4575B 
ウィンカー 24V 用 24V 25W S25 BP4587M 

12V 用 12V 21W/5W S25 BP4875B 尾  灯 

制 動 灯 24V 用 24V 25W/10W S25 BP4887M 
 
 

２ 油圧装置の調整方法 

 
 
 
  は工出にしてます｡ 
 漏や部品交換等トラルし 
 ときはくださ 

 
（１）トップルは開にしてくださ。  
（２）ボディは水平状態ロッしてくださ。    
（３）ャトピンをはずし昇降用シリン 
  を押してるボルト；Ｍ２０×３００をぱ 
  にゆるめをげてくださ。  
（４）モ修理や部品交換を実施してくだ 
  さ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（５）ボディ昇降用シリンドロピンを 
  はずしてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）カプラャップをはずし別 
  トラタ複用カプラと接続してくださ。  
（７）トラタンンを始してくださ。  
（８）トラタを作してシリンを３ 
  ～４伸縮しを完に除去してくださ。  
（９）両方シリン伸びき状態トップ 
  ルを閉にしてくださ。  
（10）トラタを作して前シリン 
  を完に縮めてくださ。  
（11）トラタンンをとめをカプ 
  ラはずしカプラャップをはめてくださ。  
（12）トップルを開にしてくださ。  
（13）(5) はずしシリンを付けてくだ 
  さ。  
（14）ャトピンを付けラケットピンに 
  ガタつくるまボルト；Ｍ 
  ２０×３００をしめナット固してくださ。 
  ２０×３００を締めナット固してくださ。  
（15）をげフッをはずしボディげ 
  降ろしをして確認してくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  取扱い上の注意 
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３ 点検整備一覧表 

 
 

    間    目 処     
新品使用1間 ボルトナットゆるみ 増し締め 

作業前 
作業 

① 清掃 
② 系統も 
③ タイヤ空気 
④ ボルトナットピン類ゆるみ脱落 
⑤ 各部給脂 

 
部はシル補修 
６８０ｋＰａ（７．０kg／cm２

） 
増し締め部品補給 
2-3 給箇所一覧表に基づき給脂 

シズン終了 
① 破損部 
② 各部清掃 
③ 塗損傷部 
④ 支ピン等摩耗 

補修 
 
塗まは塗布 
部品交換 

 
 

 
 
 
 ンンをとめて処してくださ。 
 
 
する不にトラタき出し 
 思わぬ故を起こすます。 
 ンンをとめ駐車をけて行 
 てくださ。  

 

 
 
 
 トラルし6-1 不処一覧表に基

づき処してくださ。 

 子ときは表を参考にしンン

をとめ駐車をけて処してくださ。 

 
 

 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 

症    状 原     因 処      置 

走行中ハンドルをる 
ふつく 

片にてる 
タイヤパン 
シャハボルトゆるみ 
しば方不十 
タイヤ空気低 

左右等にるようみしをする 
パン修理する 
2-1-3 製品本に基づき増し締めする 

しばおす 
空気をげる 

ボディ昇降ピド 
御き 

トップル不 
系統にモる 

部品交換 
修理 

   
 子とき6-1 不処一覧表に基

づき処してもお不具るときは

を明確にしてお買げだ販売店農

協お近く支店まご絡くださ。 

＜連絡していただきたい内容＞  
 ●型式名と製番号 
 ●ご使用状況は？ 
 （ん作業をしてときに） 
 ●く使用さまし？ 
 （約□□間使用） 
 ●不具しとき状況をきるだけ詳し 
  くお教くださ。 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 




